
 

 

 

 

 

70年後の自分の身になって考えよう！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やっと稲作ができるようになった！（大用まで水を引いた人々の学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大用小学校学校だより NO.１７ 

 
 

令和６年１２月１０日 文責 校長 弘瀬 

 
▲特別な眼鏡や耳当て、手袋、重い靴などを使っての高齢者疑似体験 

 
▲坂道や段差を通る時、どのように車いすを押せばよいかを学ぶ 

12 月 5 日（木）、四万十市社会福祉協議会の横山さん・中平さんのご

指導のもと、5・6 年生が高齢者体験をしました。子どもたちは 1 学期

からの総合学習で、「南海トラフの巨大地震」について学んできまし

た。その中で、「もしも大きな地震や災害が起きたら、困ることはどん

なことだろう？」という疑問から、地域の方々に危険個所や困ることに

ついてインタビューをしました。この聞き取りを通して、「大用には高

齢者の方が多いので、高齢者の方の日々の生活の大変さを理解すること

で、自分たちにできることを考えよう」と、この日の体験につながりま

した。 

高齢者疑似体験では、特別な道具を身に付けると、それまでとは全然

違う世界になりました。周りがすべて黄色く見え、耳は聞こえにくくな

り、手足は重くて動きにくく、足を上げるのも少しつらかったようで

す。手袋をして封筒を開ける動作では感覚が鈍くなり、上手に封筒を開

けることができませんでした。 

 車いす体験では、学校から集会所まで交替しながら押していきまし

た。坂道や段差では後ろ向きで押すと乗っている人が安心できること

や、介助者の声がけがあるだけで随分と安心できることも学びました。 

 大用にはまだまだ元気な高齢者の方がたくさんいます。この体験を通

して 70 年後の自分をことを考えたり、誰もが住み慣れた地域で安心し

て生活ができるまちづくりのために、自分たちには何ができるのかを考

えたりしています。これからもこの学習を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 12 日（火）・21 日（木）の 2 回、3・4 年生が大用の水路の学習

に出かけました。昨年度、総合学習で山崎  さんに「すごいぞ！お米」

の話を聞かせていただきました。子どもたちは大用のお米がおいしいの

は、水路のおかげでもあることを知り、今年度は「大用の水路」について

学習しています。住次郎の近くから熊野神社までの水路を見学をしたので

すが、1 回では回り切れず 2 回目でやっと熊野神社までたどり着くことが

できました。 

山の上のコンクリートで作られた四角いタンクや黒パイプ、森本さんの

家の後ろにあるお墓、最後は熊野神社のそばを流れるコンクリート造りの

水路までのルートを見学しました。 

そして、11 月 27 日（水）は座学で山崎  さんに、片魚から大用まで

水を引いてきた地元の人々の知恵や工夫、苦労、熱意などについて学びま

した。また、今もその水路を守るために区長さんをはじめ地域の方々が管

理をしていることなども学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲山の中を黒パイプで水路が通っている場所 

 
▲見学後、熊野神社の前で「歩くのに疲れたかな？」  

３・4 年生はこの後、学習のまとめを行

い、1 月 31 日（金）にしまんとぴあで開催

される「ふるさと発見！四万十の子ども研

究発表会」で大用の水路の学習について、4

年生が発表することになっています。 

この発表会には応援も兼ねて、3 年生以

上が参加する予定です。 

 

 

 



卒業式にきれいな花を咲かせよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
▲「こうやって穴をあけ、上手に植えてね！」「わかりました！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 25 日（月）、1・2 年生が「人権の花植え」をしました。人権の花運動は、人権擁護委員さんが中心となって、主に小学校

に花を配り、小学生のみんなが協力して草花を育てることによって、生命の大切さや思いやりの心、優しい心に育っていってほし

いと願い毎年行われています。この日は、四万十市人権擁護委員の助村先生と市人権啓発センターの二神さんが来校しました。花

をポットから優しく出し、穴をあけて植える方法を教えていただきました。子どもたちは保育所でも経験があるので、「この花は

パンジー」「この花はビオラ」と言って植えていました。 

卒業式にきれいな花を咲かせるために、1・2 年生や山崎さんが毎日水やりのお世話をしています。 

 

 

 

 

 

表彰されています おめでとう！ 

【令和６年度 朝ごはんコンテスト】 

入賞 ５年 田野さん 「健康でかん単ポテトサラダパン」 

【令和６年度 税に関する作品展】 

四万十市租税教育研究会会長賞 ３年 伊勢𦚰さん 

四万十市租税教育研究会会長賞 ４年 遠山さん 

【四万十市・三原村陸上記録会】 

５年 男子ソフトボール投げ 第６位 田野さん 記録３２ｍ６０ｃｍ 

５年 男子１００ｍ     第３位 田野さん 記録１５秒２ 

【第７０回 高知県青少年読書感想文コンクール】 

郡優秀 ３年 伊勢𦚰さん 「あきらめないこと」 

郡優秀 ６年 小野さん  「助け合う喜び」 

郡入選 ３年 田野さん  「スポーツ さい高！」 

郡入選 ５年 田野さん  「すてきなへんな子」 

郡入選 ５年 山添さん  「宿題をなくそう！」 

郡入選 ６年 敷地さん  「堂々とした存在」 

郡入選 ６年 益岡さん  「全ての人が平和に生きられる世界に」 

【令和６年度 四万十市教育文化展】 

画の部 入選 １年 小谷さん 

    入選 １年 敷地さん 

    入選 ３年 山添さん 

    入選 ４年 森本さん 

    入選 ５年 伊勢𦚰さん 

    入選 ６年 敷地さん 

書の部 入選 ２年 新田さん 

    入選 ３年 伊勢𦚰さん 

    入選 ３年 西村さん 

    入選 ４年 敷地さん 

    入選 ５年 田野さん 

    入選 ６年 小野さん 

    入選 ６年 敷地さん 

    入選 ６年 平野さん 

 

 

 
 この日に学校運営協議会を開催しました。2学 

期までの学校行事（地域の方々の交流)やふるさ 

と学習の取り組み、学校評価等について協議し 

ました。その中で、学校評価アンケートの評価 

項目を保護者や地域の評価者が、判断しやすい 

内容に変更していただきたい。分かりにくいの 

で判断に困っている。体育館の夜間開放をして 

ほしい。ＰＴＡ活動の一環として月に１回程 

度、レクなどの取り組みをしてはどうか。など 

の意見が出されました。 

◎今回出された意見については、教職員や PTA

役員会で協議し、実現に向けて取り組んでいき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 77回幡多教育文化展】 

【書の部】入選 

１年 新田さん  ２年 山本さん 

３年 田野さん  ４年 遠山さん 

５年 山添さん 

【画の部】入選 

３年 冨田さん  ６年 益岡さん 

【工作の部】 

２年 新田さん 

 

※表彰状は 12 月 15 日（日）の生活朝会で渡します。 

あいさつ運動 実施中！ 

 
毎月 10 日は児童会による「あ

いさつ運動」の日です。12 月

10 日（火）の冷え込む朝も、元

気よく「おはようございます」

の声を歩く人や国道 439 号を

行きかう自動車に声を掛けま

した。 

 

 


